
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
「
孝
」

渡

邉

義

浩

は
じ
め
に

一

「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
の
根
底

、
二
、
曹
氏
と
「
孝
」

三
、
司
馬
氏
の
「
孝
」

お
わ
り
に

は
じ
め
に

漢
魏
交
替
期
に
創
設
さ
れ
た
九
品
中
正
制
度
は
、
中
正
が
定
め
る
郷
品
に
官
品
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
貴
族
制
の
制
度
的

保
証
と
な
っ
た
。
九
品
中
正
制
度
の
創
設
に
係
わ
る
従
来
の
諸
研
究
で
の
論
争
点
は
、
以
下
の
三
項
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
は
、
郷
品
と

官
品
の
先
後
で
あ
る
。
郷
品
の
先
行
を
説
く
岡
崎
文
夫
（
一
九
二
一
）
に
対
し
て
、
宮
崎
市
定
（
一
九
五
六
）
は
、
郷
品
と
官
品
を
同
時

に
成
立
し
た
も
の
と
し
な
が
ら
、
官
職
に
九
品
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
、
そ
れ
に
相
応
す
る
よ
う
に
郷
品
が
九
品
に
な
る
と
説
い
た
。
矢

野
主
税
（
一
九
六
一
・
六
三
）
は
、
官
人
を
九
品
に
分
け
た
後
に
任
官
希
望
者
の
郷
品
を
定
め
た
と
し
て
宮
崎
説
を
さ
ら
に
先
鋭
的
に
主

張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
堀
敏
一
（
一
九
六
八

・
中
村
圭
爾
（
一
九
八
四
）
は
、
岡
崎
説
を
是
と
し
、
郷
品
の
先
行
に
士
人
の
輿
論

）

の
反
映
を
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
曹
操
の
官
僚
登
用
政
策
と
の
継
続
性
で
あ
る
。
曹
操
期
の
継
承
と
考
え
る
研
究
は
、
大
姓
と

の
関
係
を
め
ぐ
り
二
分
さ
れ
る
。
九
品
中
正
制
度
を
曹
操
の
政
策
を
受
け
た
大
姓
・
名
士
と
の
妥
協
策
と
み
る
唐
長
孺
（
一
九
五
五
）
に

対
し
て
、
政
権
優
位
の
人
事
制
度
と
す
る
楊
徳
炳
（
一
九
八
二

、
大
姓
と
の
対
決
で
捉
え
る
張
旭
華
（
一
九
八
二
）
は
、
い
ず
れ
も
九

）

品
中
正
を
曹
操
の
君
主
権
強
化
策
で
あ
る
唯
才
主
義
を
継
承
す
る
官
僚
登
用
制
度
と
位
置
づ
け
る
。
一
方
、
曹
丕
の
時
に
曹
操
の
唯
才
主

義
が
転
換
さ
れ
た
と
す
る
李
則
芬
（
一
九
八
七
）
は
、
九
品
中
正
制
度
の
原
型
を
曹
操
期
に
求
め
な
い
。
さ
ら
に
、
万
縄
楠
（
一
九
八

九
）
は
九
品
中
正
制
度
の
成
立
と
と
も
に
曹
操
が
重
視
し
た
唯
才
主
義
は
廃
止
さ
れ
た
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
制
度
創
設
の
目

的
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
漢
魏
革
命
に
お
け
る
反
魏
分
子
の
排
除
を
目
的
と
す
る
と
い
う
見
解
と
、
後
漢
末
に
お
け
る
豪
族
勢
力
の
進
展

と
の
関
連
で
捉
え
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
宮
崎
市
定
（
一
九
五
六
）
が
、
旧
漢
王
朝
の
官
僚
を
魏
の
新
政
府
に
迎
え
入

れ
る
際
の
資
格
審
査
と
し
て
九
品
中
正
制
度
を
理
解
し
た
こ
と
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
れ
を
継
承
し
た
矢
野
主
税
（
一
九
六
一
・
六
三
）
は

審
査
の
範
囲
が
魏
国
官
僚
を
主
と
す
る
こ
と
を
、
狩
野
直
禎
（
一
九
六
七
）
は
範
囲
が
反
曹
丕
派
に
及
ん
だ
こ
と
を
主
張
す
る
。
一
方
、

後
者
の
立
場
か
ら
、
堀
敏
一
（
一
九
六
八
）
は
、
地
方
の
実
権
を
握
る
豪
族
の
意
見
を
選
挙
に
利
用
し
た
制
度
と
し
て
九
品
中
正
制
度
を

捉
え
、
川
勝
義
雄
（
一
九
七
〇
）
は
、
郡
規
模
の
第
二
次
郷
論
で
支
持
さ
れ
る
「
士
」
を
中
央
に
吸
収
す
る
パ
イ
プ
と
し
て
九
品
中
正
制

度
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

渡
邉
義
浩
（
一
九
九
一
）
は
、
曹
操
が
荊
州
を
平
定
し
た
際
、
旧
劉
表
政
権
構
成
員
を
「
名
士
」
の
韓
嵩
に
「
品
」
さ
せ
た
結
果
に
応

じ
て
曹
操
政
権
に
組
み
込
ん
だ
後
、
魯
肅
が
孫
權
に
説
い
た
言
葉
に
着
目
し
た
。
魯
肅
は
、
曹
操
に
降
伏
す
れ
ば
自
分
は
「
其
の
名
位
を

品
」
せ
ら
れ
て
政
権
に
加
入
で
き
ま
す
が
主
君
に
は
無
理
で
す
、
と
孫
權
に
曹
操
と
の
戦
い
を
勧
め
た
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
後
に
九
品
中

正
制
度
と
し
て
結
実
す
る
「
名
士
」
間
で
人
物
を
「
品
」
し
、
す
な
わ
ち
人
物
評
価
を
行
い
、
そ
れ
を
国
家
の
官
制
に
反
映
す
る
方
法

が
、
す
で
に
曹
操
期
に
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
た
め
で
あ
る
。
か
か
る
理
解
を
受
け
、
渡
邉
義
浩
（
一
九
九
五
－
ｂ
）
で

は
、
曹
植
と
の
後
継
者
争
い
の
際

「
名
士
」
の
支
持
を
受
け
た
曹
丕
が
儒
教
的
価
値
へ
回
帰
し
た
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
名
声
で
表

、



現
さ
れ
る
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
、
す
な
わ
ち
「
名
声
主
義
」
に
基
づ
く
察
挙
基
準
を
「
郷
品
」
と
い
う
形
で
国
家
が
承
認
し
て
権
威

づ
け
る
と
い
う

「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
が
九
品
中
正
制
度
の
成
立
に
果
た
し
た
役
割
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来

、

の
研
究
に
お
け
る
第
一
の
論
点
に
は
、
郷
品
に
昇
華
す
る
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
が
先
行
す
る
と
考
え
、
第
二
の
論
点
に
は
、
曹
操
が

目
指
し
て
い
た
唯
才
主
義
と
は
異
な
る
も
の
の
、
九
品
中
正
は
曹
操
の
「
名
士
」
へ
の
妥
協
策
を
あ
る
程
度
継
承
し
た
制
度
と
理
解
す

る
。
第
三
の
論
点
に
関
し
て
は
、
制
度
の
創
設
は
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
の
承
認
と
取
り
込
み
を
そ
の
目
的
に
し
た
と
捉
え
る
も
の
で

あ
る
。

先
行
研
究
に
対
す
る
以
上
の
如
き
立
場
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
稿
は
、
九
品
中
正
制
度
の
創
設
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的

価
値
が
制
度
運
営
の
根
底
と
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
が
い
か
な
る
過
程
を
経
て
九
品
中
正
制
度
に
反
映
し

た
結
果
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
の
根
底

、

三
國
時
代
の
支
配
層
を
形
成
し
た
「
名
士
」
層
は
、
そ
の
本
源
的
な
存
立
基
盤
に
大
土
地
所
有
や
族
的
結
合
で
は
な
く
、
文
化
的
価
値

を
置
い
て
い
た
。
可
視
的
に
は
人
物
評
価
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
は
、
国
家
の
官
制
的
秩
序
に
対
し
て
自
律
性
を

持
つ
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
の
官
僚
と
し
て
の
地
位
の
上
昇
や
君
主
の
恩
寵
は

「
名
士
」
の
人
物
評
価
を
一
義
的

、

に
は
規
定
し
な
い
の
で
あ
る
（
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
一

〈
一
九
九
五
－
ｂ

。
こ
う
し
た
「
名
士
」
の
自
律
性
を
派
生
さ
せ
た
文
化
的

〉

〉
）

価
値
の
根
底
は
、
何
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

九
品
中
正
制
度
は
、
官
僚
候
補
者
の
郷
品
を
定
め
る
際
に

「
状
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
評
価
を
附
し
て
い
た

「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序

、

。

は
、
か
か
る
形
式
を
取
っ
て
郷
品
に
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
矢
野
主
税
（
一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
、
時
代
に
よ
り
「
状
」
の
内
容
に

は
変
化
が
あ
り
、
曹
魏
で
は
徳
行
・
人
柄
・
学
問
な
ど
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
西
晉
で
は
老
荘
・
玄
学
・
談
論
・
書
画
・
音

楽
・
容
姿
な
ど
、
多
く
の
文
化
的
な
価
値
観
に
基
づ
き
「
状
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
「
状
」
の
内
容
は
、
例
え
ば
、

西
晉
の
貴
族
が
何
を
最
も
先
進
的
な
文
化
と
考
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
分
析
材
料
や
、
西
晉
に
お
い
て
多
様
な
文
化
的
価
値
が

並
存
し
て
い
た
こ
と
の
論
拠
と
は
な
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
の
根
底
に
あ
る
文
化
的
価
値

に
迫
る
材
料
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
。
根
底
は
保
持
し
て
い
て
当
然
の
価
値
で
あ
る
た
め
、
そ
の
人
物
の
特
徴
や
先
端
的
な
価
値
を
表
現

す
べ
き
人
物
評
価
に
は
、
通
常
描
か
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

自
律
的
秩
序
を
象
徴
す
る
人
物
評
価
に
よ
り
、
根
底
的
な
文
化
的
価
値
を
探
り
得
な
い
と
す
れ
ば
、
他
に
い
か
な
る
方
法
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
価
値
基
準
の
根
底
が
表
層
に
現
れ
る
の
は
、
あ
る
人
物
が
必
要
最
低
の
価
値
を
も
侵
犯
し
、
も
は
や
そ
の
価
値
を
根
底
と
す
る

集
団
か
ら
追
放
さ
れ
る
時
で
あ
る
。
九
品
中
正
制
度
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
一
旦
定
め
ら
れ
た
郷
品
が
貶
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
魏
晉
時

代
に
お
け
る
郷
品
の
「
貶
議
」
の
事
例
は
、
顧
炎
武
の
『
日
知
録
』
巻
十
三

清
議
、
及
び
趙
翼
の
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
八

九
品
中
正
の

条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
禮
制
の
違
反
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
喪
服
禮
を
踏
み
外
し
た

も
の
が
多
い
。
藤
川
正
數
（
一
九
六
〇
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
喪
服
禮
は
孝
道
の
一
環
と
し
て
格
別
に
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一

例
だ
け
掲
げ
よ
う

『
世
説
新
語
』
尤
悔

第
三
十
三
、
及
び
劉
孝
標
注
に
引
く
虞
預
の
『
晉
書
』
に
、

。

温
公
（
温
嶠
）
初
め
劉
司
空
（
劉
琨
）
の
使
を
受
け
て
勧
進
せ
ん
と
す
。
母
の
崔
氏

固
く
之
を
駐
む
る
も
、
嶠

裾
を
絶
ち
て
去
る
。
崇

貴
に
迄
る
も
、
郷
品

猶
ほ
過
ら
ざ
る
な
り
。
爵
す
る
毎
に
皆

詔
を
発
す

〔
虞
預
の
晋
書
に
曰
く

「
元
帝

即
位
し
、
温
嶠
を
以
て
散

。

、

騎
侍
郎
と
為
す
。
嶠

母
亡
す
る
も
賊
に
逼
ら
れ
、
往
き
て
葬
に
臨
む
を
得
ざ
る
を
以
て
、
固
く
辞
す
。
詔
し
て
曰
く

『
嶠

未
だ
葬
せ

、

ざ
る
を
以
て
、
朝
議

又
た
頗
る
異
同
有
る
が
故
に
拜
せ
ず
。
其
れ
八
坐
を
し
て
議
せ
し
め
よ
。
吾

将
に
其
の
衷
し
き
に
折
は
ん
』
と
」

と
。

〕



と
あ
る

『
世
説
新
語
』
の
本
文
か
ら
は
、
母
へ
の
「
孝
」
を
後
廻
し
に
し
て
司
馬
睿
の
勧
進
に
努
め
た
温
嶠
が
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て

。

得
た
高
官
に
見
合
う
だ
け
の
郷
品
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
特
別
に
詔
を
発
し
て
爵
を
与
え
た
こ
と
を
、
注
引
の
『
晉
書
』
か
ら

は
、
温
嶠
が
喪
服
禮
上
に
お
い
て
も
母
へ
の
「
不
孝
」
を
犯
し
て
お
り
、
そ
れ
が
高
い
郷
品
が
附
与
さ
れ
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と

を
読
み
取
り
得
る
。
神
矢
法
子
（
一
九
七
七
－
ｂ
）
は
、
温
嶠
の
郷
品
を
貶
め
た
「
厳
禮
派
」
を
王
法
と
の
対
峙
者
と
位
置
づ
け
、
中
村

圭
爾
（
一
九
八
四
）
は
、
王
朝
に
対
す
る
忠
勤
よ
り
も
「
孝
」
の
方
が
重
大
に
な
っ
て
い
る
と
こ
の
事
例
を
解
釈
す
る
。
貴
族
間
の
輿
論

が
温
嶠
に
求
め
た
こ
と
は
、
東
晉
の
創
始
者
で
あ
る
司
馬
睿
の
即
位
を
勧
進
す
る
と
い
う
国
政
の
最
重
要
課
題
の
遂
行
に
先
ん
じ
て
、
母

へ
の
「
孝
」
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化
的
価
値
の
根
底
に
置
か
れ
た
「
孝
」
に
違
背
す
る
限
り
、
国
政

上
の
功
績
に
も
拘
ら
ず
、
高
い
郷
品
は
附
与
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
孝
」
が
「
名
士
」
層
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
継
者
で
あ
る
貴
族
の
文
化
的
価
値
の
基
底
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は

「
名

、

士
」
が
受
け
た
教
育
か
ら
も
理
解
で
き
る

『
三
國
志
』
巻
二
十
八

鍾
會
傳
注
引
『
母
夫
人
張
氏
傳
』
に
、

。

（
夫
人
は
鍾
會
に
）
年
四
歳
に
て
孝
経
を
授
け
、
七
歳
に
て
論
語
を
誦
せ
し
め
、
八
歳
に
て
詩
を
誦
せ
し
め
、
十
歳
に
て
尚
書
を
誦
せ
し

め
、
十
一
に
て
易
を
誦
せ
し
め
、
十
二
に
て
春
秋
左
氏
伝
・
国
語
を
誦
せ
し
め
、
十
三
に
て
周
礼
・
礼
記
を
誦
せ
し
め
、
十
四
に
て
成
侯

易
記
を
誦
せ
し
め
、
十
五
に
し
て
太
学
に
入
り
四
方
の
奇
文
・
異
訓
を
問
は
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
鍾
會
は
四
歳
で
初
め
て
の
学
問
と
し
て
『
孝
經
』
を
学
び
、
次
第
に
学
問
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
さ
し

く
「
孝
」
は
「
名
士
」
の
教
養
の
根
底
で
あ
っ
た
。
吉
川
忠
夫
（
一
九
六
七
・
七
五
）
は

『
孝
經
』
か
ら
学
習
を
始
め
る
事
例
を
鍾
會

、

以
外
に
も
多
く
掲
げ

『
孝
經
』
が
六
朝
時
代
に
霊
験
を
期
待
さ
れ
、
宗
教
経
典
の
如
く
読
誦
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

、

九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
郷
品
の
価
値
基
準
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
反
映
し
て
い
る
「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
の
根
底
に
は
儒
教
、

就
中
「
孝
」
と
い
う
徳
目
が
存
在
し
た
。
ゆ
え
に
「
孝
」
の
可
視
的
表
現
と
し
て
の
禮
、
こ
と
に
喪
服
禮
へ
の
違
反
が
、
郷
品
の
貶
議
の

事
例
と
し
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
孝
」
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
九
品
中
正
制
度
の
根
底
を
な
す
文
化
的
価

値
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
漢
時
代
に
お
け
る
「
孝
」
の
あ
り
方
に
ま
で
遡
っ
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

二
、
曹
氏
と
「
孝
」

「
孝
」
は
、
儒
教
の
徳
目
の
一
つ
で
あ
る
が
、
儒
教
が
本
格
的
に
受
容
さ
れ
た
時
代
は
後
漢
で
あ
る
。
儒
教
が
国
家
の
支
配
理
念
と
し

て
承
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
儒
教
が
官
僚
層
に
浸
潤
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
支
配
の
具
体
的
な
場
に
も
出
現
し
、
そ
う
し
た
支
配
を
歓
迎
す

る
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
と
い
う
「
儒
教
国
家
」
が
成
立
し
、
中
国
国
家
の
原
基
と
な
っ
た
後
漢
で
は(

渡
邉
義
浩
〈
一
九
九

五
－
ａ
〉)

「
孝
」
を
尊
重
し
て
い
た
。
衛
士
は
み
な
『
孝
經
』
を
諳
じ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
皇
帝
の
謚
に
は
「
孝
明
帝

「
孝
章
帝
」

、

」

の
如
く
「
孝
」
の
字
が
冠
せ
ら
れ
た
（
藤
川
正
數
〈
一
九
六
〇

『
後
漢
書
』
列
傳
五
十
二

荀
爽
傳
に

「
漢
の
制
、
天
下
を
し
て
孝

〉
）
。

、

経
を
誦
せ
し
め
、
吏
を
選
び
て
孝
廉
に
舉
ぐ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
で
は
『
孝
経
』
を
誦
し
得
る
こ
と
が
察
挙
の
最
低
限
の
条
件
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
信
一
郎
（
一
九
八
七
）
は
、
九
五
％
の
層
を
な
し
た
小
吏
層
が
、
五
％
の
長
吏
以
上
の
命
官
に
撰
抜
さ
れ
る

に
際
し
、
孝
の
徳
目
が
最
も
重
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
漢
代
に
お
け
る
『
孝
経
』
の
イ
ギ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
最
大
の
機
能
を
認
め
う
る

と
す
る
。
後
漢
の
訓
詁
学
を
集
大
成
し
た
鄭
玄
も

「
大
経
は
六
芸
を
謂
ひ
て
、
春
秋
を
指
す
な
り
。
大
本
は
孝
経
な
り

（

礼
記
注

、

」
『

疏
』
巻
五
十
三

中
庸

「
孝
は
百
行
の
本
為
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
人
の
行
爲
る
は
孝
よ
り
先
な
る
は
莫
し

（

論
語
鄭
氏
注
』
巻
一

学

）
、

」
『

而
）
と
述
べ
て

『
孝
經
』
を
天
下
の｢

大
本

「
百
行
の
本
」
と
理
解
し
て
い
る
。
後
漢
「
儒
教
国
家
」
の
文
化
的
価
値
の
根
底
に
は

、

」
、

「
孝
」
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
曹
操
も
、
初
め
は
「
孝
」
を
尊
重
し
て
い
た

『
三
國
志
』
卷
一

武
帝
紀
に
、

。

初
め

（
曹
）
公

兗
州
為
り
。
東
平
の
畢
諶
を
以
て
別
駕
と
為
す
。
張
邈
の
叛
く
や
、
邈

諶
の
母
・
弟
・
妻
子
を
劫
ふ
。
公

之
に
謝
し

、

遣
ら
ん
と
し
て
曰
く

「
卿
の
老
母
は
彼
に
在
り
。
去
る
可
し

」
と
。
諶

頓
首
し
て
二
心
無
き
と
す
。
公

之
を
嘉
し
、
之
が
為
に
流
涕

、



す

（
畢
諶
）
既
に
出
ず
。
遂
に
亡
帰
す

（
呂
）
布

破
る
る
に
及
び
、
諶

生
得
せ
ら
る
。
衆

諶
が
為
に
懼
る
。
公
曰
く

「
夫
れ
人
の

。

。

、

其
の
親
に
孝
た
る
者
は
、
豈
に
亦
た
君
に
忠
た
ら
ず
や
。
吾
が
求
む
る
所
な
り
」
と
。
以
て
魯
相
と
為
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
操
は
、
自
分
を
裏
切
っ
て
母
へ
尽
く
し
た
畢
諶
の
「
孝
」
を
、
君
主
へ
の
「
忠
」
に
転
じ
得
る
も
の
と
し
、
裏
切
り

を
許
し
た
上
で
厚
遇
し
て
い
る
。
か
か
る
「
孝

「
忠
」
の
理
解
は

『
孝
經
』
士
人
章
の
「
孝
を
以
て
君
に
事
ふ
れ
ば
則
ち
忠
」
や
廣
揚

」

、

名
章
の
「
君
子
は
親
に
事
へ
る
に
孝
。
故
に
忠
を
ば
君
に
移
す
可
し
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
兗
州
牧
で
あ
っ
た
曹
操
が
、
張
邈
と
陳
宮
に

裏
切
ら
れ
、
呂
布
を
引
き
込
ま
れ
た
理
由
は
、
親
を
殺
さ
れ
た
復
讐
、
す
な
わ
ち
「
孝
」
の
た
め
と
は
い
え
、
何
の
罪
も
な
い
民
百
姓
を

犠
牲
に
す
る
徐
州
大
虐
殺
に
よ
り
「
名
士
」
の
信
望
を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
（
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
一
－
ａ

。
こ
の
時
期
の
曹
操
は
、

〉
）

「
名
士
」
か
ら
の
支
持
回
復
を
第
一
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
の
切
り
札
と
し
て
獻
帝
を
擁
立
し
た
の
は
、
こ
の
直
後
の

こ
と
で
あ
る
。
曹
操
は
、
後
漢
「
儒
教
国
家
」
に
お
け
る
文
化
的
価
値
の
根
底
た
る
「
孝

、
し
た
が
っ
て
「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
の

」

根
底
に
置
か
れ
た
「
孝
」
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
や
が
て
曹
操
は
、
勢
力
の
伸
長
と
と
も
に
「
名
士
」
の
自
律
的
価
値
基
準
を
攻
撃
し
て
、
自
己
の
君
主
権
力
の
確
立
を
図

る
。
儒
教
に
対
抗
す
べ
き
新
た
な
文
化
的
価
値
と
し
て
の
「
文
学
」
の
宣
揚
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
（
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
五

－
ｂ

。
こ
う
し
て
生
じ
た
対
峙
性
の
中
で
、
曹
操
を
支
え
て
き
た
荀
彧
さ
え
も
曹
操
の
魏
公
へ
の
就
任
を
批
判
し
て
死
を
賜
る
が
、
荀

〉
）

彧
以
前
に
曹
操
に
抵
抗
し
て
殺
さ
れ
た
者
が
孔
融
で
あ
る
。
孔
融
殺
害
に
際
し
て
曹
操
は
、
路
粹
に
孔
融
の
「
不
孝
」
を
弾
劾
さ
せ
る
。

迂
闊
で
あ
っ
た
。
孔
融
は
禰
衡
を
相
手
に
、
父
の
情
欲
で
子
が
生
ま
れ
、
母
は
子
を
取
り
出
す
瓶
と
同
じ
、
な
ど
と
い
う
言
辞
を
弄
び
、

「
不
孝
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
に
足
る
行
状
を
冒
し
て
い
た
の
で
あ
る
（

後
漢
書
』
列
傳
六
十

孔
融
傳

。

『

）

当
時
の
「
名
士
」
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
た
孔
融
を
「
不
孝
」
の
汚
名
に
よ
り
殺
害
し

「
名
士
」
の
価
値
基
準
の
根
底
に
あ
る

、

「
孝
」
に
打
撃
を
与
え
た
曹
操
は
、
次
第
に
「
孝
」
に
対
す
る
「
王
法
」
の
優
越
を
主
張
し
て
い
く

『
三
國
志
』
巻
十
九

任
城
威
王
彰

。

傳
に
、

太
祖
〔
曹
操

（
曹
）
彰
を
戒
め
て
曰
く

「
家
に
居
り
て
は
父
子
為
る
も
、
事
を
受
け
て
は
君
臣
為
り
。
動
き
て
は
王
法
を
以
て
事
に
従

〕

、

へ
。
爾

其
れ
之
を
戒
め
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
烏
丸
の
討
伐
に
向
か
う
次
男
の
曹
彰
に
対
し
て
で
は
あ
る
が
、
曹
操
は
「
父
子
」
す
な
わ
ち
「
孝
」
よ
り
も

「
王

、

法
」
す
な
わ
ち
「
君
主
へ
の
忠
」
を
優
先
す
べ
き
こ
と
を
諭
し
て
い
る
。
尾
形
勇
（
一
九
七
四
）
が
説
く
よ
う
に
、
親
へ
の
「
孝

、
君

」

主
へ
の
「
忠
」
の
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か
は
「
孝

「
忠
」
の
矛
盾
・
対
立
点
と
し
て
古
来
論
争
が
あ
り
、
両
者
が
競
合
し
た
場
合
に
は

」

「
忠
」
を
優
先
す
べ
き
こ
と
を
君
主
権
力
側
は
要
求
し
て
き
た
。
曹
操
は
君
主
権
力
の
確
立
に
伴
っ
て
、
兗
州
牧
の
時
に
は
「
名
士
」
と

の
妥
協
の
た
め
に
『
孝
經
』
を
典
拠
に
尊
重
し
て
い
た
「
孝
」
か
ら

「
忠
」
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
価
値
観
の
転
換
を
強
要
し
て
い

、

く
の
で
あ
る
。

後
漢
の
獻
帝
よ
り
「
剣
履
上
殿
」
と
い
う
特
権
を
認
め
ら
れ
、
禅
譲
の
準
備
に
怠
り
な
い
曹
操
は
、
衆
人
注
視
の
前
で
、
君
主
へ
の

「
忠
」
を
父
へ
の
「
孝
」
に
優
先
す
べ
き
こ
と
を
公
然
と
主
張
す
る
に
至
る

『
三
國
志
』
巻
一

武
帝
紀
注
引
『
魏
書
』
に
、

。

（
建
安
二
十
一
年
二
月
）
甲
午
、
始
め
て
春
祠
す
。
令
し
て
曰
く

「
議
者

以
為
へ
ら
く
、
祠
廟
の
上
殿

当
に
履
を
解
ぐ
べ
し
、
と
。

、

吾

錫
命
を
受
け
、
剣
を
帯
び
履
を
解
が
ず
上
殿
す
。
今

廟
に
事
ふ
る
に
履
を
解
ぐ
有
ら
ば
、
是
れ
先
公
を
尊
び
て
王
命
を
替
り
、
父
祖

を
敬
び
て
君
主
を
簡
か
に
す
。
故
に
吾
れ
敢
て
履
を
解
が
ず
上
殿
す
る
な
り
。
…
…
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
操
は
、
君
主
で
あ
る
獻
帝
の
前
で
靴
を
脱
が
な
い
特
権
を
得
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
自
己
の
宗
廟
で
靴
を
脱
ぐ
こ
と

は
「
王
命
」
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
祖
先
へ
の
「
孝
」
よ
り
も
君
主
へ
の
「
忠
」
を
優
先
す
べ
き
こ
と
を
「
令
」
に
よ
り
宣
言

し
て
い
る

「
名
士
」
層
の
文
化
的
価
値
の
根
底
に
あ
っ
た
「
孝
」
は
、
曹
操
の
「
王
法
」
に
屈
伏
さ
せ
ら
れ
る
危
機
を
迎
え
て
い
た
の

。

で
あ
る
。



「
名
士
」
の
反
撃
は
、
曹
操
の
死
後
に
開
始
さ
れ
た
。
文
学
的
才
能
に
秀
で
た
曹
植
に
対
抗
す
る
た
め
、
儒
教
的
価
値
の
尊
重
に
回
帰

し
た
曹
丕
を
支
持
し
た
「
名
士
」
層
は
、
陳
羣
が
献
策
し
た
九
品
中
正
制
度
を
曹
丕
に
採
択
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
あ
る

「
名

。

士
」
層
が
曹
丕
を
支
持
し
た
理
由
に
つ
い
て
は

『
三
國
志
』
卷
十
二

崔
琰
傳
に
、

、

（
曹
操
）
時
に
未
だ
太
子
を
立
て
ず
。
臨
菑
侯
の
（
曹
）
植

才
有
り
て
愛
せ
ら
る
。
太
祖

狐
疑
し
、
凾
を
以
て
密
か
に
外
に
訪
ね
し

む
。
唯
だ
（
崔
）
琰

露
板
も
て
答
へ
て
曰
く

「
蓋
し
聞
く
な
ら
く
、
春
秋
の
義
、
子
を
立
つ
る
に
長
を
以
て
す
、
と
。
加
へ
て
五
官
将

、

（
曹
丕
）
は
仁
孝
・
聡
明
た
り
。
宜
し
く
正
統
を
承
く
べ
し
。
琰

死
を
以
て
之
を
守
ら
ん
」
と
。
植
は
琰
の
兄
の
女
婿
な
り
。

と
あ
る
。
曹
植
の
姻
戚
で
あ
っ
た
「
名
士
」
の
崔
琰
が
、
死
を
賭
し
て
ま
で
曹
丕
を
支
持
し
た
理
由
は

「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
の
中

、

核
で
あ
る
儒
教
の
「
春
秋
の
義
」
が
長
子
相
続
を
是
と
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
曹
丕
の
「
仁
孝
」
に
置
か
れ
て
い
た
。
か
か
る
価
値
基
準

に
依
拠
す
る
「
名
士
」
の
支
持
を
受
け
て
後
継
者
と
な
っ
た
曹
丕
は

「
孝
」
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
つ
て
曹
丕
は
、
衆
前

、

で
「
孝
」
と
「
忠
」
の
優
先
順
位
を
論
議
し
た
こ
と
が
あ
る

『
三
國
志
』
巻
十
一

邴
原
傳
に
、

。

太
子
〔
曹
丕
〕
の
燕
会
、
衆
賓

百
数
十
人
な
り
。
太
子

建
議
し
て
曰
く

「
君
・
父

各
々
篤
疾
有
り
。
薬
一
丸
有
り
、
一
人
を
救
ふ
可

、

し
。
当
に
救
ふ
べ
き
は
君
た
る
か
、
父
た
る
か
」
と
。
衆
人
紛
紜
す
。
或
い
は
父
と
し
、
或
い
は
君
と
す
。
時
に
（
邴
）
原

坐
に
在
る

も
、
此
の
論
に
与
ら
ず
。
太
子

之
を
原
に
諮
る
。
原

悖
然
と
し
て
対
へ
て
曰
く

「
父
な
り
」
と
。
太
子
亦
た

復
た
之
を
難
ぜ
す
。

、

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
丕
は
、
父
へ
の
「
孝
」
と
君
主
へ
の
「
忠
」
の
先
後
を
一
つ
の
丸
薬
を
題
材
に
論
じ
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
衆
人

の
議
論
が
紛
糾
し
た
理
由
は
、
曹
操
が
「
孝
」
よ
り
も
「
王
法
」
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
当
時
の
政
治
状
況
へ
の
畏
憚
、
或
い
は
対
抗

意
識
も
あ
ろ
う
。
議
論
は
結
局
、
邴
原
の
「
孝
」
を
優
先
す
る
発
言
で
決
着
が
つ
い
た
。
曹
丕
は
言
葉
を
返
さ
な
か
っ
た
。
曹
丕
は

「
孝
」
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
即
位
し
た
明
帝
も
「
孝
」
の
尊
重
を
継
承
し
た
。
た
だ
し

「
孝
」
の
宣
揚
を
口
実
に
曹
操
以
前
の
祖
先
へ
の
追
謚
を
命
ず
る

、

な
ど
、
明
帝
の
治
世
全
般
に
見
ら
れ
る
君
主
権
強
化
の
方
向
性
を
内
包
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
追
謚
は
「
名
士
」
劉
繇
ら
の

反
対
に
よ
り
実
現
せ
ず
（

三
國
志
』
巻
十
四

劉
繇
傳)

「
孝
」
を
君
主
権
の
強
化
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
曹
魏
に
お
け

『

、

る
「
孝
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
名
士
」
の
価
値
基
準
の
根
底
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
で
あ
る
が
故
に
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
文

化
的
価
値
の
基
底
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
帝
・
明
帝
と
続
い
た
曹
氏
の
「
孝
」
の
尊
重
、
換
言
す
れ
ば
「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
基
準
の
優
越
に
挑
戦
し
た
も
の
が
曹
爽
政
権

で
あ
っ
た
。
曹
爽
の
従
弟
で
あ
る
夏
侯
玄
は
、
司
馬
懿
に
対
し
次
の
よ
う
に
九
品
中
正
を
論
じ
て
い
る

『
三
國
志
』
巻
九

夏
侯
玄
傳

。

に
、

夫
れ
才
を
官
し
人
を
用
ふ
る
は
、
国
の
柄
な
り
。
故
に
銓
衡

台
閣
に
専
ら
に
す
る
は
、
上
の
分
な
り
。
孝
行
は
閭
巷
に
存
し
、
優
劣

之

を
郷
人
に
任
ず
る
は
、
下
の
敍
な
り
。
夫
れ
清
教
・
審
選
を
欲
す
る
は
、
其
の
分
敍
を
明
ら
か
に
し
、
相
ひ
渉
ら
し
め
ざ
る
に
在
る
の

み
。
何
と
な
れ
ば
、
上

其
の
分
を
過
ぎ
れ
ば
、
則
ち
由
る
所
の
本
づ
か
ず
し
て
、
干
勢
馳
騖
の
路
の
開
か
る
る
を
恐
れ
、
下

其
の
敍
を

踰
ゆ
れ
ば
、
則
ち
天
爵
の
外
通
し
、
機
権
の
門

多
き
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
夫
れ
天
爵

下
通
す
る
は
、
是
れ
庶
人

柄
を
議
す
る
な
り
。

機
権

門
に
多
き
は
、
是
れ
紛
乱
の
原
な
り
。
州
郡
の
中
正

度
を
品
し
才
を
官
し
て
よ
り
こ
の
か
た
年
載
有
り
、
緬
緬
紛
紛
と
し
て
未
だ

整
斉
を
聞
か
ざ
る
は
、
豈
に
分
敍

参
錯
し
、
各
々
其
の
要
の
由
る
所
を
失
い
し
に
非
ざ
る
や
。

と
あ
る
。
夏
侯
玄
は
、
現
行
の
九
品
中
正
制
度
の
問
題
点
を
改
善
す
る
た
め
に

「
孝
行
」
を
郷
里
で
評
価
す
る
中
正
の
「
分
」
と
、
そ

、

れ
を
基
準
に
し
な
が
ら
も
官
僚
と
し
て
の
適
性
を
考
え
人
事
を
行
う
尚
書
の
「
敍
」
と
が
、
互
い
に
領
分
を
犯
さ
な
い
こ
と
の
重
要
性
を

主
張
す
る
。
こ
こ
に
は
、
中
正
官
が
評
価
す
る
「
郷
品
」
よ
り
も
、
尚
書
省
の
「
銓
衡
」
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
権
を
君
主

に
一
元
化
し
よ
う
と
す
る
中
央
集
権
的
な
指
向
が
あ
る
。
そ
の
際
、
中
正
の
「
分
」
が
尚
書
の
「
敍
」
を
冒
す
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
点

が
、
行
論
上
か
ら
は
注
目
さ
れ
る

「
孝
」
と
い
う
「
名
士
」
の
価
値
基
準
の
み
が
、
国
家
の
官
制
秩
序
に
反
映
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て

。



い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
夏
侯
玄
は

「
孝
」
に
代
表
さ
れ
る
「
名
士
」
の
価
値
基
準
と
は
別
に
国
家
独
自
の
価
値
基
準
を
打
ち

、

立
て
、
国
政
を
運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
曹
爽
の
弟
で
あ
る
曹
羲
は

「
名
士
」
の
価
値
基
準
の
根
底
に
あ
る
「
孝
」
が
記
さ
れ
て
い
る
『
孝
經
』
の
「
天
經
地
義
」
と

、

い
う
理
念
を
国
家
に
収
斂
し
よ
う
と
し
た

『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
二

人
事
六

公
平
に
引
か
れ
る
曹
羲
の
「
至
公
論
」
に
、

。

…
…
故
に
季
友
は
兄
を
鴆
し
て
疑
は
ず
、
叔
向
は
弟
を
戮
し
て
悔
ま
ず
。
斯
の
二
士
は
皆

前
世
の
通
士
、
晋
・
魯
の
忠
臣
な
り
。
亦
た

豈
に
骨
肉
を
慈
愛
す
る
の
心
、
同
生
を
愍
恤
す
る
の
仁
な
か
ら
ん
や
。
そ
れ
至
公
は
、
天
の
経
な
り
、
地
の
義
な
り
、
理
の
要
な
り
、
人

の
用
な
り
。
昔

鯀
は
親
に
て
は
禹
の
父
な
り
。
舜
は
則
ち
鯀
を
殛
す
も
禹
を
興
す
。
禹

舜
の
其
の
父
を
殛
す
に
私
な
き
を
知
り
、
故
に

命
を
受
け
て
辞
せ
ず
。
舜
も
禹
の
己
の
至
公
を
知
る
を
明
れ
り
。
故
に
之
を
用
ひ
て
疑
ふ
無
し
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
「
至
公
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
天
経
地
義
」
は

『
孝
經
』
三
才
章
の
「
子
曰
く
、
夫
れ
孝
は
天
の
経
な
り
、

、

地
の
誼
（
義
）
な
り
、
民
の
行
な
り
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
れ
を
尾
形
勇
（
一
九
七
四
）
は

「
孝
」
の
論
理
が
見
事
に
「
至
公
」
の

、

そ
れ
へ
と
転
用
さ
れ
て
い
る
、
と
評
価
す
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
漢
魏
革
命
は
堯
か
ら
舜
へ
の
禅

譲
に
準
え
ら
れ
て
進
行
し
た
（
小
林
春
樹
〈
二
〇
〇
一

。
舜
は
、
黄
徳
を
正
統
と
す
る
曹
魏
で
は
始
祖
と
さ
れ
、
景
初
元
（
二
三
七
）

〉
）

年
に
は
配
祀
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
曹
羲
の
「
至
公
論
」
中
の
舜
は
、
曹
魏
の
君
主
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
禹
は
、
そ
の
舜
に

父
鯀
を
殺
さ
れ
た
こ
と
を
「
至
公
」
の
立
場
か
ら
超
克
し
、
舜
の
信
頼
に
応
え
て
「
忠
」
を
尽
く
す
。
換
言
す
れ
ば
、
親
へ
の
「
孝
」
を

「
至
公
」
を
媒
介
に
乗
り
越
え
、
君
主
へ
の
「
忠
」
を
尽
く
す
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
君
主
の
「
至
公
」
な
行
為
は

「
天
経
地
義
」
に

、

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
『
孝
經
』
の
根
本
理
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
孝
經
』
に
お
い
て
「
天
経
地
義
」
で
あ
っ
た

「
孝
」
は
、
君
主
へ
の
「
忠
」
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
る
。
曹
羲
は

「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
の
根
底
を
な
す
「
孝
」
よ
り
も
、
君
主
へ
の

、

「
忠
」
を
優
越
さ
せ
る
論
理
を
組
み
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
曹
爽
政
権
は
、
九
品
中
正
制
度
に
お
い
て
中
正
の
「
郷
品
」
よ
り
も
尚
書
省
の
「
銓
衡
」
を
優
先
さ
せ
、
ま
た
「
孝
」
を

「
忠
」
に
隷
属
さ
せ

「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
曹
魏
の
君
主
権
力
の
強
大
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

、

し
か
し
、
司
馬
懿
を
中
核
と
し
た
「
名
士
」
層
の
反
撃
で
あ
る
正
始
の
政
変
に
よ
り
に
打
倒
さ
れ
た
。
司
馬
懿
は
、
当
然
「
孝
」
を
尊
重

す
る
。
九
品
中
正
制
度
は

「
名
士
」
に
よ
り
有
利
な
「
州
大
中
正
の
制
」
へ
と
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

、

「
孝
」
を
価
値
の
根
底
と
し
て
運
用
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
司
馬
氏
の
「
孝
」

「
名
士
」
の
文
化
的
価
値
の
根
底
に
置
か
れ
た
「
孝
」
に
対
し
て
、
曹
氏
は
挑
戦
を
重
ね
て
き
た
。
曹
操
は
「
王
法
」
の
尊
重
を
主
張

し
、
曹
爽
政
権
は
九
品
中
正
制
度
の
運
用
に
必
要
以
上
に
「
孝
」
を
持
ち
込
む
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
。
し
か
し

「
名
士
」
の
抵
抗
は

、

強
く
、
司
馬
氏
の
権
力
掌
握
と
と
も
に

「
孝
」
は
国
家
の
文
化
的
価
値
の
根
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
司
馬
氏
は
「
孝
」
を
掲
げ
る
こ

、

と
に
よ
り
、
自
己
の
正
当
性
を
擁
護
し
続
け
て
い
く
。

嘉
平
六
（
二
五
四
）
年
、
司
馬
師
に
代
え
て
夏
侯
玄
を
輔
政
の
任
に
据
え
よ
う
と
す
る
李
豐
ら
の
密
謀
が
発
覚
し
、
李
豐
・
夏
侯
玄
ら

は
誅
殺
さ
れ
た
。
曹
爽
一
派
は
一
掃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
李
豐
ら
の
密
謀
の
背
後
に
皇
帝
〔
廢
帝
、
齊
王
曹
芳
〕
の
存
在
を
嗅
ぎ
つ
け
た

司
馬
師
は
、
皇
帝
の
廃
立
を
行
い
、
自
己
の
権
力
を
盤
石
な
も
の
と
す
る
。
廃
立
の
手
続
き
は
、
太
尉
の
司
馬
孚
を
筆
頭
に
四
六
人
の
連

名
で
郭
皇
太
后
に
廃
位
を
求
め
る
上
奏
文
を
提
出
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
皇
太
后
の
詔
を
発
布
し
て
、
皇
帝
の
廃
位
を
行
う
と
い
う
形
で

行
わ
れ
た
。
上
奏
文
は
、
曹
芳
が
講
学
に
出
席
せ
ず
、
皇
太
后
の
下
問
に
嘘
を
つ
き
、
後
宮
の
女
官
と
淫
ら
な
行
為
を
し
、
諫
め
る
者
を

弾
で
撃
っ
た
、
と
い
っ
た
曹
芳
の
問
題
行
動
を
書
き
並
べ
た
部
分
が
多
い
。
た
だ
し
、
そ
の
中
で
、
皇
太
后
と
皇
帝
と
の
資
質
の
相
違
を

決
定
的
に
示
す
た
め
に

「
孝
」
が
果
た
し
た
役
割
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

『
三
國
志
』
巻
四

齊
王
芳
紀
注
引
『
魏
書
』
に
掲
げ
る

、

。



上
奏
文
の
中
に
、

清
商
丞
の
龐
熙

帝
を
諫
め

「
皇
太
后
は
至
孝
た
り
。
今

重
憂
に
遭
ひ
、
水
漿
も
口
に
入
ら
ず
。
陛
下

当
に
数
々
往
き
て
寛
慰
す
べ

、

し
。
但
そ
此
に
在
り
て
楽
を
作
す
可
か
ら
ず
」
と
。
帝

言
ふ

「
我

自
ら
爾
の
ご
と
し
。
誰
か
能
く
我
を
奈
何
せ
ん
」
と
。
…
…
帝

肆

、

行
・
昏
淫
し
、
人
倫
の
敍
を
敗
り
、
男
女
の
節
を
乱
し
、
恭
孝
は
彌
々･

れ
、
凶
德
は
寖
々
盛
ん
な
り
。

と
あ
る
。
上
奏
文
は

「
至
孝
」
の
郭
皇
太
后
が
郃
陽
君
〔
皇
太
后
の
母
〕
の
喪
に
服
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
皇
帝
は
逸
楽
に
耽
る

、

「
不
孝
」
を
改
め
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
と
し
、
こ
こ
に
皇
太
后
が
皇
帝
を
廃
位
で
き
る
理
由
を
求
め
て
い
く
。
祖
先
に
「
至
孝
」
で
あ

る
皇
太
后
は

「
不
孝
」
な
皇
帝
を
廃
位
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
渡
邉
義
浩
（
一
九
九
〇
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
後
漢
時
代
に
『
白

、

虎
通
』
で
正
当
化
さ
れ
た
皇
太
后
権
は
、
先
帝
の
嫡
妻
と
し
て
宗
廟
の
祭
祀
を
継
承
す
る
こ
と
に
淵
源
を
持
つ
。
宗
廟
の
祭
祀
で
は
、
祭

祀
者
は
「
孝
」
を
冠
し
て
自
称
し
て
い
た
と
い
う
（
尾
形
勇
〈
一
九
六
七

。
つ
ま
り
、
宗
廟
に
「
孝
」
な
る
者
こ
そ
が
、
王
朝
の
正
統

〉
）

な
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
儒
教
教
義
に
基
づ
い
て
、
郭
皇
太
后
は
「
不
孝
」
な
皇
帝
曹
芳
を
廃
位
し
た
の
で
あ
る

「
名
士
」
の
文
化
的

。

価
値
の
根
底
に
あ
る
「
孝
」
を
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
敵
対
勢
力
に
「
不
孝
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
と
い
う
武
器
を
手
に
し
た
司
馬
氏

は

「
孝
」
を
政
治
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
帝
の
廃
立
を
も
皇
太
后
の
詔
で
行
い
得
る
正
当
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

、曹
芳
に
代
わ
っ
て
即
位
し
、
聡
明
で
学
問
好
き
の
資
質
を
伸
ば
し
て
い
た
皇
帝
（
後
廢
帝
、
高
貴
郷
公
曹
髦
）
は
、
甘
露
五
（
二
六

〇
）
年
、
司
馬
昭
の
専
横
に
対
し
て
遂
に
武
力
抵
抗
を
敢
行
す
る
。
奴
隷
を
率
い
て
司
馬
昭
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
（

三
國
志
』
巻
四

『

高
貴
郷
公
紀)

。
司
馬
昭
の
腹
心
で
あ
っ
た
賈
充
は
、
ひ
る
む
部
下
を
叱
咤
し
て
皇
帝
を
殺
害
、
こ
こ
に
司
馬
氏
へ
の
権
力
委
譲
は
確
定

し
た
。
皇
帝
殺
害
の
後
、
司
馬
昭
は
事
件
の
処
理
の
た
め
郭
皇
太
后
に
詔
を
仰
ぐ

『
三
國
志
』
巻
四

高
貴
郷
公
紀
に
、

。

太
后
詔
し
て
曰
く

「
夫
れ
五
刑
の
罪
は
、
不
孝
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
夫
れ
人
に
子
有
り
て
不
孝
な
る
も
、
尚
ほ
告
し
て
之
を
治
む
。

、

此
の
兒
〔
高
貴
郷
公
曹
髦
〕
豈
に
復
た
人
の
主
を
成
さ
ん
や
。
…
…
」
と
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
孝
」
は
、
司
馬
氏
の
権
力
行
使
を
正
当
化
し
た
。
皇
太
后
の
詔
は

『
孝
經
』
五
刑
の
「
五
刑
の
属
三
千
、
而
し

、

て
辜

不
孝
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
を
典
拠
と
し
て
、
司
馬
氏
の
権
力
行
使
を
正
当
化
し
て
い
る
。
高
貴
郷
公
の
曹
髦
は
「
不
孝
」
で
あ

り

「
不
孝
」
で
あ
る
以
上
皇
帝
の
地
位
に
居
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
曹
髦
を
殺
害
し
た
司
馬
昭
に
罪
は
な
い
、
と
。

、「
名
士
」
の
自
律
的
秩
序
の
根
底
に
あ
っ
た
「
孝
」
は
、
司
馬
氏
に
よ
っ
て
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
帝
の
殺
害
を
も

正
当
化
す
る
理
念
へ
と
成
り
下
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
「
孝
」
は
、
人
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
低
の
価
値

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
「
孝
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

お
わ
り
に

魯
迅
は
、
魏
晉
政
権
を
「
孝
」
を
掲
げ
続
け
た
王
朝
と
理
解
し
た
（
魯
迅
〈
一
九
二
七

。
と
も
に
前
王
朝
を
簒
奪
、
つ
ま
り
前
王
朝

〉
）

に
「
忠
」
で
は
な
か
っ
た
た
め

「
孝
」
を
尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
、
と
。
曹
魏
を
滅
ぼ
し
て
西
晉
を
建
国
し
た
武
帝
司
馬
炎

、

は

「
至
孝
」
の
皇
帝
で
あ
っ
た
。
父
司
馬
昭
の
逝
去
に
対
し
て
実
質
的
な
「
三
年
喪
」
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
母
の
死
去
に
も
同
様
の

、
喪
に
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
「
至
孝
」
を
表
現
し
た
（

宋
書
』
巻
十
五

禮
志
二

。
安
田
二
郎
（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
、
司

『

）

馬
炎
は
そ
の
間
女
性
を
絶
っ
た
た
め
、
服
喪
明
け
に
猛
烈
な
勢
い
で
子
供
の
量
産
に
努
め
た
と
い
う
。
人
間
の
自
然
の
情
に
由
来
し
な
い

人
為
的
な
「
孝

、
司
馬
氏
の
「
孝
」
に
は
、
偽
善
の
臭
い
が
つ
き
ま
と
う
。
皇
帝
の
廃
立
を
正
当
化
す
る
政
治
的
で
血
な
ま
ぐ
さ
い

」

「
孝
」
は

「
名
士

、
さ
ら
に
は
そ
の
価
値
観
を
継
承
す
る
貴
族
の
忌
避
す
る
所
と
も
な
ろ
う
。
九
品
中
正
制
度
が
「
孝
」
を
文
化
的
価

、

」

値
の
根
底
と
し
て
運
用
さ
れ
、
国
家
も
そ
の
価
値
を
宣
揚
し
、
多
く
の
喪
服
禮
に
関
す
る
書
籍
が
量
産
さ
れ
る
中
で(

木
島
史
雄
〈
一
九

九
五
〉)

、
あ
え
て
そ
れ
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
「
名
士
」
の
抵
抗

「
竹
林
の
七
賢
」
を
代
表
す
る
阮
籍
の
「
不
孝
」
は
、
こ
う
し
た
司

。

馬
氏
の
「
孝
」
の
尊
重
と
の
厳
し
い
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
の
如
く
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め



て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

〔

注

〕

（
一
）
九
品
中
正
制
度
の
創
設
に
関
す
る
学
説
史
整
理
と
し
て
は
、
川
合
安
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
中
村
圭
爾
（
一
九
八
七
）
に
も
、
九

品
中
正
制
度
全
般
に
関
す
る
学
説
史
の
整
理
が
あ
る
。

（
二
）
何
茲
全
（
一
九
五
九
）
は
、
九
品
中
正
制
度
を
一
方
で
豪
族
と
の
闘
争
で
あ
り
、
他
方
で
豪
族
と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
両
者
を
折
衷
す

る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

（
三

『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
四
下

劉
表
傳
に

「
及
（
曹
）
操
軍
到
襄
陽

（
劉
）
琮
舉
州
請
降
、
劉
備
奔
夏
口
。
操
以
琮
為
青
州
刺
史
、
封
列

）

、

、

侯
。
蒯
越
等
侯
者
十
五
人
。
乃
釋
（
韓
）
嵩
之
囚
、
以
其
名
重
、
甚
加
礼
待
、
使
条
品
州
人
優
劣
、
皆
擢
而
用
之
」
と
あ
る
。
な
お
、
劉
表
政
権

の
構
造
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
（
一
九
八
八
）
を
参
照
。

（
四

『
三
國
志
』
巻
五
十
四

魯
肅
傳
に

「

魯
）
粛
対
曰

『
向
察
衆
人
之
議
、
専
欲
誤
将
軍
、
不
足
与
図
大
事
。
今
粛
可
迎
（
曹
）
操
耳
、
如
将

）

、
（

、

軍
、
不
可
也
。
何
以
言
之
。
今
粛
迎
操
、
操
当
以
粛
還
付
鄕
党
、
品
其
名
位
、
猶
不
失
下
曹
従
事
、
乘
犢
車
、
従
吏
卒
、
交
游
士
林
、
累
官
故
不

失
州
郡
也
。
将
軍
迎
操
、
欲
安
所
帰
。
願
早
定
大
計
、
莫
用
衆
人
之
議
也

」
と
あ
る
。
渡
邉
義
浩
（
一
九
九
九
）
も
参
照
。

』

（
五
）
貴
族
が
玄
儒
文
史
の
四
学
と
儒
仏
道
の
三
教
に
わ
た
る
幅
広
い
教
養
を
持
ち
、
多
様
な
文
化
的
価
値
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
吉
川

忠
夫
（
一
九
七
〇
）
を
参
照
。

（
六
）
四
部
叢
刊
本
及
び
余
嘉
錫
の
『
世
説
新
語
箋
疏

（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
は

「
其
令
入
坐
議
」
に
作
る
が
、
徐
震
螂
『
世
説
新
語
校

』

、

箋

（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
り

「
其
令
八
坐
議
」
に
改
め
る

『
晉
書
』
巻
六
十
七

温
嶠
傳
に

「
詔
三
司
、
八
坐
議
其
事
」
と
作

』

、

。

、

る
た
め
で
あ
る
。

（
七
）
魏
晉
期
の
「
名
士

・
貴
族
が
受
け
た
教
育
に
関
し
て
は
、
陳
雁
（
一
九
九
九
）
を
参
照
。

」

（
八
）
神
矢
法
子
（
一
九
七
七
－
ａ
）
は
、
漢
の
王
法
が
儒
法
雑
柔
の
支
配
指
針
に
発
し
て
醸
成
さ
れ
た
思
想
界
の
動
向
に
お
け
る
礼
に
よ
っ
て
意
義

づ
け
ら
れ
た
法
と
し
て
理
念
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
法
術
万
能
主
義
を
取
っ
た
曹
操
の
王
法
は
、
文
字
通
り
上
か
ら
下
に
厳
酷
に
貫
徹

せ
ん
と
す
る
支
配
意
志
の
具
現
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
九
）
渡
辺
信
一
郎
（
一
九
七
八
）
は
、
北
魏
以
降
に
お
け
る
皇
太
子
の
資
質
を
表
わ
す
言
葉
に
「
仁
孝
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
が

郷
里
社
会
の
維
持
と
小
農
民
経
営
の
再
生
産
保
障
の
た
め
の
賑
恤
を
具
体
的
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
の
曹
丕
に
対
す

る
「
仁
孝
」
と
い
う
評
価
も
、
か
か
る
皇
太
子
の
資
質
に
係
わ
る
評
価
の
先
駆
と
考
え
て
も
よ
い
。

(

一
〇)

曹
丕
が
「
孝
」
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
後
継
者
争
い
に
敗
れ

「
名
士
」
の
動
向
に
無
関
係
な
曹
植
は
、
公
然
と
「
孝
」

、

よ
り
「
忠
」
を
優
先
す
る

『
三
國
志
』
巻
十
九

陳
思
王
植
傳
に

「
臣
聞
士
之
生
世
、
入
則
事
父
、
出
則
事
君
。
事
父
尚
於
榮
親
、
事
君
貴
於

。

、

興
國
。
…
昔
漢
武
為
霍
去
病
治
第
、
辭
曰
、
匈
奴
未
滅
、
臣
無
以
家
為
。
夫
憂
國
忘
家
、
捐
軀
濟
難
、
忠
臣
之
志
也
」
と
あ
り
、
曹
植
は
「
家
」

つ
ま
り
「
孝
」
を
無
視
す
る
と
こ
ろ
に

「
忠
臣
」
た
る
道
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

、

(

一
一)

明
帝
の
治
世
全
般
に
君
主
権
力
強
化
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
達
郎
（
一
九
九
三

・
福
原
啓
郎
（
二
〇
〇
〇

・
渡

）

）

辺
信
一
郎
（
二
〇
〇
〇
）
な
ど
を
参
照
。

(

一
二)

吏
部
尚
書
の
銓
衡
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
る
人
事
の
中
央
集
権
化
に
つ
い
て
は
、
葭
森
健
介
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。

(

一
三)

舜
の
配
祀
が
司
馬
氏
派
の
蔣
濟
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
藤
川
正
数
（
一
九
六
〇
）
を
参
照
。
蔣
濟
は
舜
が
曹

氏
の
始
祖
で
は
な
い
こ
と
を
公
然
と
主
張
し
、
明
帝
を
支
え
た
高
堂
隆
の
所
説
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

(

一
四)

正
始
の
政
変
、
及
び
州
大
中
正
の
制
を
め
ぐ
る
曹
爽
派
と
司
馬
懿
の
争
い
に
関
し
て
は
、
渡
邉
義
浩
（
二
〇
〇
一
－
ｂ
）
を
参
照
。

(

一
五)

州
大
中
正
の
成
立
、
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明
（
一
九
六
三
）
を
参
照
。

(

一
六)

曹
魏
政
権
に
お
け
る
司
馬
懿
、
そ
の
子
で
あ
る
司
馬
師
・
司
馬
昭
の
勢
力
伸
長
過
程
、
及
び
昭
の
子
司
馬
炎
が
西
晉
を
建
国
す
る
過
程
に
つ
い

て
は
、
福
原
啓
郎
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。

(

一
七)

漢
代
に
お
け
る
皇
后
権
に
つ
い
て
は
、
谷
口
や
す
よ
（
一
九
七
八
）
を
参
照
。



〔

文
献
表

〕

岡
崎

文
夫
「
九
品
中
正
考

（

支
那
学
』
三
－
三
、
一
九
二
一
年

『
南
北
朝
に
於
け
る
社
会
経
済
制
度
』
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
に
所
収

。

」
『

、

）

尾
形

勇
「
漢
代
に
お
け
る
「
臣
某
」
形
式
－
古
代
帝
国
の
君
臣
関
係
に
つ
い
て

（

史
学
雑
誌
』
七
六
－
八
、
一
九
六
七
年

『
中
国
古
代
の

」
『

、

「
家
」
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
に
改
題
の
う
え
所
収

。
）

尾
形

勇
「
漢
代
に
お
け
る
「
家
人
」
と
君
臣
関
係

（

史
学
雑
誌
』
八
三
－
四
、
一
九
七
四
年

『
中
国
古
代
の
「
家
」
と
国
家
』
前
掲
に
改
題

」
『

、

の
う
え
所
収

。
）

越
智

重
明
「
魏
晋
時
代
の
州
大
中
正
の
制

（

東
洋
史
学
』
三
六
、
一
九
六
三
年

。

」
『

）

狩
野

直
禎
「
陳
羣
傳
試
論

（

東
洋
史
研
究
』
二
五
－
四
、
一
九
六
七
年

。

」
『

）

神
矢

法
子
「
漢
魏
晉
南
朝
に
お
け
る
『
王
法
』
に
つ
い
て

（

史
淵
』
一
一
四
、
一
九
七
七
年
－
ａ

。

」
『

）

神
矢

法
子
「
晉
時
代
に
お
け
る
王
法
と
家
礼

（

東
洋
学
報
』
六
〇
－
一
・
二
、
一
九
七
七
年
－
ｂ

。

」
『

）

川
合

安
「
九
品
官
人
法
創
設
の
背
景
に
つ
い
て

（

古
代
文
化
』
四
七
－
六
、
一
九
九
五
年

。

」
『

）

川
勝

義
雄
「
貴
族
制
社
会
と
孫
呉
政
権
下
の
江
南

（

中
国
中
世
史
研
究
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年

『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』

」
『

、

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
に
改
題
の
う
え
所
収

。
）

木
島

史
雄
「
六
朝
前
期
の
孝
と
喪
服
－
禮
學
の
目
的
・
機
能
・
手
法

（

中
國
古
代
禮
制
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
五
年

。

」
『

）

小
林

春
樹
「
三
国
時
代
の
正
統
理
論
に
つ
い
て

（

東
洋
研
究
』
一
三
九
、
二
〇
〇
一
年

。

」
『

）

佐
藤

達
郎
「
曹
魏
文
・
明
帝
期
の
政
界
と
名
族
層
の
動
向
－
陳
羣
・
司
馬
懿
を
中
心
に

（

東
洋
史
研
究
』
五
二
－
一
、
一
九
九
三
年

。

」
『

）

谷
口
や
す
よ
「
漢
代
の
皇
后
権

（

史
学
雑
誌
』
八
七
－
一
一
、
一
九
七
八
年

。

」
『

）

陳

雁
「
後
漢
・
魏
晋
時
代
に
お
け
る
教
育
と
門
閥
士
族
の
形
成

（

歴
史
研
究
』
三
六
、
一
九
九
九
年

。

」
『

）

中
村

圭
爾
「
九
品
官
人
法
に
お
け
る
郷
品
に
つ
い
て

（

人
文
研
究
』
三
六
－
九
、
一
九
八
四
年
、
中
村
圭
爾
〈
一
九
八
七
〉
に
改
題
の
う
え
所

」
『

収

。
）

中
村

圭
爾
『
六
朝
貴
族
制
研
究

（
風
間
書
店
、
一
九
八
七
年

。

』

）

福
原

啓
郎
『
西
晉
の
武
帝

司
馬
炎

（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年

。

』

）

福
原

啓
郎
「
三
国
魏
の
明
帝
－
奢
靡
の
皇
帝
の
実
像

（

古
代
文
化
』
五
二
－
八
、
二
〇
〇
〇
年

。

」
『

）

藤
川

正
數
『
魏
晉
時
代
に
お
け
る
喪
服
禮
の
研
究

（
敬
文
社
、
一
九
六
〇
年

。

』

）

堀

敏
一
「
九
品
中
正
制
度
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
－
魏
晋
の
貴
族
制
社
会
に
か
ん
す
る
一
考
察

（

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
五
、
一
九
六
八

」
『

年

。
）

宮
崎

市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
－
科
挙
前
史

（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年

。

』

）

安
田

二
郎
「
西
晉
武
帝
好
色
攷

（

東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
七
、
一
九
九
八
年

。

」
『

）

矢
野

主
税
「
魏
晋
中
正
制
に
つ
い
て
の
一
考
察

（

史
学
研
究
』
八
二
、
一
九
六
一
年

。

」
『

）

矢
野

主
税
「
魏
晋
中
正
制
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
郷
品
と
起
家
官
品
の
対
応
を
手
掛
り
と
し
て

（

史
学
雑
誌
』
七
二
－
二
、
一
九
六
三

」
『

年

。
）

矢
野

主
税
「
状
の
研
究

（

史
学
雑
誌
』
七
六
－
二
、
一
九
六
七
年

。

」
『

）

吉
川

忠
夫
「
六
朝
時
代
に
お
け
る
『
孝
經
』
の
受
容

（

古
代
文
化
』
一
九
－
四
・
二
七
－
七
、
一
九
六
七
・
七
五
年

『
六
朝
精
神
史
の
研
究
』

」
『

、

同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
に
所
収

。
）

吉
川

忠
夫
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
生
活

（

岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
五
、
一
九
七
〇
年

『
六
朝
精
神
史
の
研
究
』
前
掲
に
所
収

。

」
『

、

）

葭
森

健
介
「
六
朝
貴
族
制
形
成
期
の
吏
部
官
僚
－
漢
魏
革
命
か
ら
魏
晋
革
命
に
至
る
政
治
動
向
と
吏
部
人
事

（

中
國
中
世
史
研
究

続
編
』
京
都

」
『

大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年

。
）

渡
辺
信
一
郎
「
仁
孝
－
あ
る
い
は
二
〜
七
世
紀
中
国
の
一
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
態
と
国
家

（

史
林
』
六
一
－
二
、
一
九
七
八
年

『
中
国
古
代
国
家
の

」
『

、

思
想
構
造
－
専
制
国
家
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
に
改
題
の
う
え
所
収)

。

渡
辺
信
一
郎
「

孝
経
』
の
国
家
論
－
孝
経
と
漢
王
朝

（

中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
年

『
中
国
古
代

『

」
『

、

国
家
の
思
想
構
造
－
専
制
国
家
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
前
掲
に
改
題
の
う
え
所
収)

。

渡
辺
信
一
郎
「
宮
闕
と
園
林
－
３
〜
６
世
紀
中
国
に
お
け
る
皇
帝
権
力
の
空
間
構
成

（

考
古
学
研
究
』
四
七
－
二
、
二
〇
〇
〇
年

。

」
『

）



渡
邉

義
浩
「
蜀
漢
政
権
の
成
立
と
荊
州
人
士

（

東
洋
史
論
』
六
、
一
九
八
八
年

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
「
後
漢
時
代
の
外
戚
に
つ
い
て

（

史
峯
』
五
、
一
九
九
〇
年
、
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
五
〉
に
改
題
の
う
え
所
収

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
「
漢
魏
交
替
期
の
社
会

（

歴
史
学
研
究
』
六
二
六
、
一
九
九
一
年

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教

（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
－
ａ

。

』

）

渡
邉

義
浩
「
三
国
時
代
に
お
け
る
『
文
学
』
の
宣
揚
－
六
朝
貴
族
制
形
成
史
の
視
点
か
ら

（

東
洋
史
研
究
』
五
四
－
三
、
一
九
九
五
年
－
ｂ

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
「
孫
呉
政
権
の
形
成

（

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
三
八
、
一
九
九
九
年

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
「
曹
操
政
権
の
形
成

（

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
〇
、
二
〇
〇
一
年
－
ａ

。

」
『

）

渡
邉

義
浩
「
浮
き
草
の
貴
公
子

何
晏

（

大
久
保
隆
郎
先
生
退
官
紀
念
論
集
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
－
ｂ

。

」
『

）

何

茲
全
「
論
曹
操

（

文
匯
報
』
一
九
五
九
年
五
月
二
二
日

『
読
史
集
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
に
所
収

。

」
『

、

）

李

則
芬
「
九
品
中
正
制
度

（

両
晉
南
北
朝
歴
史
論
文
集
』
中
、
一
九
八
七
年

。

」
『

）

唐

長
孺
「
九
品
中
正
制
度
試
釈

（

魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
』
生
活･

読
書･

新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五
五
年

。

」
『

）

魯

迅
「
魏
晋
風
度
及
文
章
与
薬
及
酒
之
関
係

（

現
代
青
年
』
一
七
三
〜
一
七
八
、
一
九
二
七
年

。

」
『

）

万

縄
楠
『
魏
晋
南
北
朝
文
化
史

（
黄
山
書
社
、
一
九
八
九
年

。

』

）

楊

徳
炳
「
試
論
曹
操
政
権
的
特
質

（

中
国
古
代
史
論
叢
』
一
九
八
二
－
三
、
一
九
八
二
年

。

」
『

）

張

旭
華
「
九
品
中
正
制
萌
芽
探
討

（

中
国
古
代
史
論
叢
』
一
九
八
二
－
二
、
一
九
八
二
年

。

」
『

）


